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序

本書に掲載した発掘調査は、 平成9年度に行われた県営圃場整備

事業筑後東部地区に伴う緊急発掘調査であります。

筑後市では近年、 圃場整備事業により農業の合理化、 近代化が進

み、 それに伴い発掘調査が増え筑後の歴史が明らかになる一 方、 文

化的遺産である遺跡が消滅していく運命にあります。 本市では圃場

整備以外でも宅地等の開発が進んでおり、 遺跡保存に対する緊急の

対策が必要になっております。

筑後東部地区は縄文時代から近世までの様々な人々の足跡が残る

土地であり、 これまでにも多数の遺跡が調査され、 多くの成果を挙

げております。 鶴田、 久恵、 新溝地区で今回も弥生時代と近世の遺

跡を中心に調査成果を挙げることが出来ました。

本書が筑後市の歴史を解明する一助として、 また文化財に対する

理解と普及、 保護の役に立てれば幸いです。

調査、 報告に関して、 関係者各位には多大のご協力を項きました

ことに厚くお礼申し上げます。

平成12年3月

筑後市教育委員会

教育長 牟田日和良



例言

1. 本書は筑後川水系農地開発事務所が平成9年度に実施した県営圃場整備事業筑後東部地区の事前調

査として筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化財調査報告書である。

2. 発掘調査及ぴ出土迫物の整理は筑後市教育委員会が行った。 調査関係者は第l章に記したとおりで

ある。 なお、 出土迫物・図面・写真は筑後市教育委員会において収蔵、 保管している。

3. 本書に使用した図面の内、 久恵今町遺跡では、 遺構全体図をアジア航測（株）に委託した。

その他の追構図は上村英士と江崎打浩、末吉隆弥が作成し、遺物実測図、製図は平塚あけみが行った。

4. 本書に使用した迫構写真は上村が撮影し、 空中写真は（有）空中写真企画に委託した。 追物写真撮

影は上村が行った。

5. 今回の調査に用いた測鼠座標は、国土調査法第TI座標系を基準としており、 方位は全て座標北(.Q.: N) 

である。

6. 本書に使用した迫構の表示は、 以下の略号による。

SI— 竪穴住居 SK—土横 sxー 不明、 その他の迫構

7. 本書に掲載した周辺迫跡分布図は、 建設省国土地理院長の承認を得て、 同院発行の1/25000地形図

を加箪・複製したものである。（承認番号平12九複、 第57号）

8. 本書の執箪、 編集は上村が行った。
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I . 調査経過
県営圃場整備筑後東部地区は福岡県の南西部、 筑後市の南東部に位置する。 この地区は、 米麦中心の

二毛作穀倉地帯として農業経営が行われていたが、 近代農業構造の改善に伴い施設園芸が導入され、 農

業経営は多様化している。 しかし、 耕地は不整形かつ狭小で分散され、 道路や用水路の整備は行われて

いない状況であった。 こうした状況の中、 耕地の集団化、 区画整理、 農道の整備、 用排水路の分離など

営農体系を確立するため、 平成3年度から圃場整備事業が実施されるようになった。(p2、 Tab.l)

発掘調査については、 平成9年度に福岡県筑後川水系農地開発事務所から筑後市教育委員会へ予定地

内埋蔵文化財の確認依頼があり、 これを受けた筑後市教育委員会では同年に試掘調査を実施し、 工事予

定地内に埋蔵文化財が認められた事を事業関係者に回答し協議を行った。協議の結果、「筑後束部地区迫

跡群埋蔵文化財発掘調査」として、 掘削の及ぶ支線用排水路工事予定地、 面の削平を受ける箇所を調査

することになった。 埋蔵文化財発掘調査の四用については国、 県からの一部補助を受け、 受益者負担分

については文化財担当部局で負担し、 残る骰用については県水系事務所にて負担することで合意した。

調査は平成9年度に実施し、 遺物の整理及び報告書作成については、 平成10·11年度に筑後市文化財

整理室にて行った。

なお、 発掘調査及び整理作業の関係者は次のとおりである。

（平成9年度） （平成11年度）

1) 調査主体 1) 調査主体

筑後市教育委員会 筑後市教育委員会

2) 総括 2) 総括

教育長 森田碁之 教育長 牟田口和良

教育部長 津留忠義 教育部長 下川稚晴

社会教育課長 山口逸郎 社会教育課長 庄村國義

社会教育係長 田中清通 文化係長 田中僚一

社会教育係 永見秀徳 社会教育係 永見秀徳

II 小林勇作 ” 小林勇作

” 田中 剛 ” 上村英士

II 上村英士（調査報告担当） II 柴田 剛

” 柴田 剛 ” 立石真二

” 立石真二

3) 発掘調査参加者 4) 整理作業参加者

地元有志 整理補助員 平塚あけみ 整理作業員 野間口靖子

II 江藤玲子 ” 馬場敦子

II 湊まど香

” 湯川琴美

” 野口晴香

なお、 調査及び整理に際しては、 筑後東部地区土地改良区に御協力を項き、 次の方に御指碍• 御教示

を賜った。 記して心より感謝申し上げます。

小田和利（福岡県教育庁）

富永直樹（久留米市教育委員会）

山本信夫、 山村信榮（太宰府市教育委員会）内田 信（筑後東部土地改良区）
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n . 位置と環境
本書で報告する筑後市は福岡県の南西部に位置し、 筑後平野のほぼ中央をしめる。 筑後市東部地区迫

跡群は筑後市の南東部に位箇し、 北には国道442号線、 西は国道209号線、 東は九州自動車道が南北に走

り、 南には一級河川の矢部川が西に流れる。 筑後東部地区は市内有数の穀倉地帯であり、 米麦を中心と

した田園地帯が広がる。 地形的に見ると、 市北部に八女市、 広川町から延びる八女丘陵と南に流れる矢

部川に挟まれた低地に追跡は展開する。

次に時代を追って市内迫跡を概観してみる。

縄文時代の追跡は市の南部に集中しており、 集落跡を検出した裏山迫跡、 蔵数森ノ木遺跡等、 市内で

16迫跡を確認している。 弥生時代の遺跡は、 前期末から中期にかけての追構を検出した常用遺跡、 中期

から古墳時代初めの集落跡を検出した蔵数森ノ木迫跡等が挙げられ、 中期以降の迫跡は市内全域に分布

しているものと考えられる。 古墳時代の遺跡は、 国指定文化財である石人山古墳があり、 この他、 八女

丘陵沿いには欠塚古墳や瑞王寺古墳等の小規模な古墳も点在する。集落跡は田佛遺跡や蔵数森ノ木追跡、

久富鳥居遺跡等で確認されている。 奈良時代の迫跡は、 竪穴住居を多数検出した前津中ノ玉迫跡、 若菜

森坊遺跡等が挙げられる。 平安時代の遺跡は、 多益の昴書土器を出土した羽犬塚中道迫跡、 多址の土器

を出土した若菜森坊迫跡が挙げられる。 中世以降の追跡は、 煮炊き具を多数出土した長崎坊田追跡や漆

器を出土した四ヶ所古四ヶ所迫跡等があり、 市内全般で認められる。

本書に収める筑後東部地区迫跡群周辺は平成5年度から調査が行われ、 現在までに33迫跡の調査が行

われている。 (Tab.1)

遺 跡 名 調介．年度 時 期 遺構の性格
鶴田岸添迫跳第 1 次 平成5年度 弥生～ 古項 集落
新溝丸田迫蹄 ＂ 縄文・占項 集蕗
鶴田楢原迫跡第 1 次 II 中世 集洛
鶴田前畑退跡 II 奈良• 中世 集落
鶴田岸添迫跡第2次 平成6年度 弥生～ 古項 集落
鶴田岸添遺跡第3次 II 弥生～古墳 集落
久恵野元遺跡第 1 次 // 中世 集落
久忠野元迫跡第2次 II 

鶴田岸添泣跡第4次 II 弥生～ 古墳・近世 集浴
新溝松原迫跡 II 弥生～古項 集落
久恵権藤追跡第 1 次 平成7年度 弥生～中泄 集落
久恵北平場迫跡 II 弥生～古項 集落
久忠内次郎遺跡第 1 次 II 弥生 集落
鶴ITI武津恵迫跡 II 弥生・中世 溝
郎田楢原遺蹄第2次 II 中世 集浴
久忠）ドノ下迫跡第 1 次 II 中世 溝、 土漿
久恵岸ノ下迫跡第2次 // 

久忠権藤遺跡第2次 II 

久恵上川原迫跡 II 縄文～ 中世 集落
久恵川ノ上迫跡 II 弥生～ 中世 集落
久恵内次郎遺跡第2次 II 弥生～近世 溝
久恵中野遺跡 ” 縄文～古項 集落
久恵束岸遺跡 II 縄文～中世 上哄
郎田西 111遺跡 平成8年度 不明 溝
紅田束大坪遺跡第 1 次 ” 縄文～ 中世 溝、 土城、 項絡
鶴田西畑遺跡 ” 古墳 集落、 上漿
鶴田野田遺跡 ” 不明 溝
溝口北新秤遺跡 平成 9 年度 中世 溝
久恵北水原遺跡 ” 弥生 溝
久恵今町遺跡 ” 弥生～中世 溝、 竪穴住居
新溝犬丸遺跡 ” 近世 溝
鶴Ill束大坪遺跡第2次 ” 近世 溝
鶴田溝代迫跡 ＂ 近世 溝

Tab.l 圃場整備に係わる筑後東部地区発掘調査（平成 9 年度まで）
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追 跡 名

1 瑞王寺古墳

2 田佛迫跡

3 蔵数束野屋敷迫跡

4 石人山古墳

5 弘化谷古墳

6 蔵数坂口迫跡

7 蔵数森ノ木迫跡

8 久富烏居迫跡

， 欠塚古墳

10 前津中ノ玉迫跡

11 四ヶ所古四ヶ所追跡

12 羽犬塚中道迫跡

13 羽犬塚射場ノ本迫跡

14 若菜森坊辿跡

15 坊田迫跡

16 徳久中牟田迫跡

17 常用迫跡

18 裏山迫跡

19 鶴田岸添迫跡

20 新溝丸田迫跡

21 鶴田楢原迫跡

22 鶴田前畑迫跡

23 久恵野元辿跡

24 新溝松原迫跡

25 久恵権藤迫跡

26 久恵北草場迫跡

27 久恵内次郎迫跡

28 鶴田武津恵追跡

29 久恵岸ノ下迫跡

30 久恵川ノ上追跡

31 久恵中野迫跡

32 鶴田西田迫跡

33 鶴田東大坪迫跡

34 鶴田西畑迫跡

35 鶴田野田迫跡

36 溝口北新替迫跡

37 久恵北水原遺跡

38 久恵今町遺跡

39 新溝犬丸遺跡

40 鶴田溝代遺跡

41 鶴田東大坪遺跡第2次

Fig.l 周辺迫跡分布図(1/30000)



1. はじめに

冊． 調査成果
(1) 久恵北水原遺跡

久恵北水原迫跡

久恵北水原遺跡は、 筑後市大字久恵字北水原に所在する。 県営圃場整備事業筑後東部地 区9エ区につ

いて試掘調査を行った結果、 掘削の及ぶ排水路部分について、 溝と考えられる迫構を検出した為、 本調

査を行うことになった。 調査対象面栢は約136m'、 調査期間は平成9年10月 6 日から10月28日迄である。

!8 2 \ 
ヽ／

ll 

\� 
＼ 
＼ 

'/8.2 
II 

Fig.2 久恵北水原迫跡調査地点位置図(1/2500)

2. 迫構

耕 作 土

黄褐色粘質土

淡灰熙色粘質土

Fig.3 基本土層模式図

SD001 (Fig.4、 PL.2)

検出長約1.6mの南北溝で、 検出幅約0.6mを測る。 深

さは約0.18mを測る。 埋土は暗黒灰色粘質土である。 迫

物は土師器甕片が1点のみであった。

SD002 (Fig.4、 PL.2)

検出長約1.6mの南北溝で、SD001と並行する。検出幅

約0.7mを測り、深さは約0.32mを測る。埋土はSD001と

同じ暗黒灰色粘質土である。 迫物は坪ないしは皿と考え

られる土師器片を出土している。SD001と方位や規模、埋

土が近似しており、 この2条の溝は何らかの関係がある

と考えられるが、 調査区が狭小の為、 性格等を明らかに

することは困難であった。
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久恵北水原迫跡

SD003 (Fig.4、 PL.2)

検出長約1.6mの南北溝で、検出幅約4.2mを測る。深さは約0.8mを測る。遺物は土師器細片のみであ

る。

SD004 (Fig. 4、 PL.2)

検出長約1.6mの南北溝で、 検出幅約1.5mを測る。 深さは約0.72mを測る。 遺物は皆無であった。

SDOO 5 (Fig. 4、 PL.1)

検出長約1.4m、検出幅約14.3mの南北溝と考えられ、深さは約1.27mを測る。迫物は淡灰黒砂質土中

から弥生土器と考えられる甕片と石器を出土している。

SD006 (Fig. 4、 PL.2)

東側に設定した調査区の束端に位置し、検出長約2.0m、検出幅約l.lmの溝で深さは約0.44mを測る。

出土迫物はなく、 溝の断面形は緩やかなV字形を呈する。 埋土は暗茶黒色粘質土である。

S0002 SD001 

SD003 

17 .OOm 

w 

1. 暗黒灰色粘質土

17 .OOm 

SD004 17 .OOm 

E
 

w 

1. 暗媒灰色粘四土 4. 暗灰黒色粘質土
2. 淡黙灰色粘代土 5. 淡灰茶色粘質土
3. 暗灰色粘質士 6. 暗灰茶色粘質土

SD005 土層模式図

① 

② 

③ 

w 

紗;,
1. 淡茶色粘灯土（岡色プロック混）
2. 淡茶色粘質土
3. II音茶灰色粘伐土
4. II)! 茶色粘質土
5. 明茶褐色粘質土

SD006 

6. 明茶橙色粘質土
7. 淡茶質色粘質土
8. 暗茶褐色粘質土
9. 淡質灰色粘質土

10. 淡茶貿色粘質土

17 .60m 

E

昌

�

w

1. 暗茶楳色粘伐土

2 m 

淡灰黒色粘質上
淡茶灰色砂竹上
淡灰黙砂伐土（遺物を含む）
明貿茶色粘質土
淡灰粁色粘伐土
暗灰摂色砂質上

Fig.4 溝土陪観察図 (1/40) 

。
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久恵北水原迫跡
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二三
SD006 

Y-44,990 
Y-44,980 

Sー番号 迫構番号 備 考

1 SDOOl 溝

2 SD002 溝

3 SD003 溝

4 SD004 溝

5 SD005 溝

6 SD006 溝

18.00rn 
Tab.2 久恵北水原迫跡迫構番号台帳

。 10m 

Fig.5 久恵北水原追跡迫構全体図(1/200)



久恵北水原迫跡

3. 迫物

SD001 (Fig.6 、 PL.12)

土師器

甕 (1) 口径 28.8cm。 外面を刷毛目 、 内面をヘラ削りを施し、 口縁部はヨコナデする。 胴部が張らな

いタイプである。

SD005 (Fig. 6 )  

甕形土器

甕 (2) 底部破片で、 1 mm大の白色小砂粒を多く含む極めて粗い胎土である。磨耗が著しく調整は
不

明である。 内外面ともに淡赤褐色である。

石器

石斧 (3 ) 砂岩製で、 長さ12.4 cm 、 幅 5.8cm 、 厚さ3 .3 cmである。

SD001 

／
 

-

l

\
 

/
＼
（
＼
 

[

-
＼
 

量 二

□ 3
 

Fig. 6 SD001·SD005出土遺物 (1/3 )

S0005 

2
 

10cm 

゜

4 .  小結

今回の調査では 5 条の溝を検出したが、 出土追物はSD005の甕形土器片と石器、 SD001の土師器甕片だ

けであり、 しかも調査区が極めて狭い範囲であり、 溝の時期や性格を決定するには至らなかった。
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久恵今町迫跡

(2) 久恵今町遺跡
1. はじめに

久恵今町迫跡は、久恵北水原追跡から北東に約150m程の位置にあり、筑後市大字 久恵字今町に所在す

る。 県営圃場整備事業筑後束部地区10工区内であり、 事前の試掘調査で溝やピットを検出した為、 協議

を行った結果、排水路部分と面が削平される部分について本調査を行う事となった。調査面積は約900m'、

調査期間は平成9年10月30日から12月26日迄である。

II 
t

 

ll.
8

 
I

 

" 
· /8.5 

ti 

Fig. 7 久恵今町遺跡調査地点位箇図(1/2500)

IIJ→新

Sー番号 遺構番号 備 考

1 SD001 溝

2 溝

3 溝

4 溝

5 SIく005 七疫

6 溝

7 SD007 溝

8 SX008 SD006底部の連絞ピットa-q， 溝

10 SI010 竪穴住居

11 SDOll 溝

12 SX012 SX008の辿絞ピット絞きa-f

13 ピット

14 不明迫構

15 欠番

16 SX016 S-7·11·26の合流部

17 17→ 16 

18 18→ 16 

19 SX027の連続ビットの一部？

20 欠番

21 ピット 26 → 21 

22 ピット 22→ 26 

23 不明追構

24 ピット 24→9 

25 欠番

26 S0026 溝

27 SX027 連続ピットa-q

28 欠番

29 欠番

30 SD030 溝、 底部に連続ピット有り

31 SX035 f 連続ピットの一つf

32 SX035 q 連続ピットの一つq

33 SX035 s 連続ピットの一つs

34 SX035 a 辿続ピットの一つa

35 SX035 S-31-34·37·a-k 

36 SX036 ピット

37 連続ピットJ

38 欠番

39 欠番

40 S0040 SD001に流れ込む

41 不明遺構 41→ 40 

42 SK042 不明遺構 42→ 40 

43 不明遺構

44 欠番

Tab.3 久恵今町迫構番号台帳
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0
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5
3
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9
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久恵今町迫跡遺構略測図(1/250)
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Fig.9 久恵今町迫跡遺構全体図 (1/250)
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久恵今町迫跡

2. 遺構 S1010 
住居 ヽS1010 

(Fig .10、 PL.3)

調査区北端で検出し
た住居跡と考えられる 翌
遺構である。長軸約2.3

m、短軸約1.7m、深さ ／ 

／ 
／ 

からN-49"-Wである。 ／ 
／ 

住居に伴うと考えられ

るピットを二つ検出し ／ 
／ 

た。 追物はピットから ／ 

弥生土器の甕小片と焼

土塊を出土した。 :;;; 

土猥
SK005 ゜ 3 m 

＼ 

＼ 
＼ 

18. 00m 

(Fig.11、 PL.3)

楕円形を呈した土横

で、 北側がテラスにな

る。 長軸約2.15m、 短軸約1.7m、 深さは最大で約0.36mを測る。 遺物は、 土師器坪ないしは皿と考えら
れる小片と甕小片が出土している。

SK042 (Fig .11、 PL.3)
SD040の底部から検出された隅丸方形の

土猥である。 長軸約l.lm、 短軸0.6m、 深
さは最大で約0.12mを測る。 SD040との関
係は不明である。 遺物は弥生土器甕小片、
黒曜石剥片を出土した。

Fig .10 SIOlO迫構実測図(1/60)

SK005 

(J) 

ン
17 .40m 

SK042 

10. 40 m 

゜亨I 。

Fig .11 SK005·042遺構実測図(1/40) 
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久恵今町迫跡

溝
SD0 0 1  (Fig .12、 PL.4)

調査区を南北に貫 く 大溝で、 検出長約29.5 m 、 検出幅は最大で約11.5 m 、 最小で約7 .3 m 、 深さは北側

で約1.9 m 、 南側で約1.6 m を測る。 検出した溝 中 央部に杭が多 数打 ち 込 ま れてお り 、 南側に展 開してい

る。 調査時の所見では、 杭は溝の掘 り 直しが行 われた際に打 ち 込 ま れた も のと考えられ、 杭の殆 ど は先

端を削 っ た丸木が使用されていたが、 なかには 穿孔された板材を使用していると こ ろ も あ り 、 こ れらは

再利 用 された も のと考えられる。 遺物は、 遺構の大部分を重機で掘 り 、 杭の検出 レ ベルから 人手で掘 り
下 げたため 、 層 での取 り 上 げがで き ていないが、 杭以下では 3 層 に分 けて取 り 上 げた。 上層 である暗黒
灰色粘質土から須恵 器甕片、 次の暗茶灰色土は迫物が皆無であ り 、 下層 の暗黒色粘質土からは、 土師器
小型丸底壷、 石 包 丁が出土している。 ま た、 重機で掘 っ た部分から は 、 弥生土器甕、 高坪、 須 恵 器坪、

土師器小型 鉢、 小型丸底壷、 甕、 坪、 砥石、 石 包 丁が出土している。 ま た、 円筒埴輪片 も 出土している。

現場近辺は田 畑が広がる平地であ り 、 古墳は北に1 . 8kmの位置に八女 市で調査された岡 山 公 園 古墳が存在

するのみである。
SD00 7  (Fig .12) 

調査区西側で検出した溝で、 検出長約12.5 m 、 幅約0.4 -1.0 m 、 深さは約0.43 -0.57 m を測る。 溝東

端でSD011、 SX016と合流 するが、 切 り 合い関係は不明である。 追物は、 弥生土器甕片、 須恵器片、 土師

器坪片、 焼土塊が出土している。
SDD 1 1  (Fig .12) 

SD007と併行して走 り 、 SD009 、 SD012を切る溝である。 検出長約12.3 m 、 幅約0.8 -1.3 m 、 深さ は約

0.39 m である。 追物は、 須 恵器坪片を出土した。
SD02 6  (Fig .12) 

調査区を南北に走る溝で、 中 央部分でSX016と切 り 合うが前後関係は不明である。 検出長約22.7 m 、 幅

約0.6 -0.S m 、 深さは0.6 - 0.77 m を測る。 遺物は、 土師器鉢片のみである
SD03 0  (Fig.12、 PL.6)

調査区束端で検出した南北に走る溝である。 検出長約30.0 m である。 中 央部分はかな り 不 定形であ り 、

溝底部からは連続 ピ ットを検出している。 追物は須 恵器長頸壷片、 土師器杯片、 甕把手片である。
SD04 0  (Fig .12) 

調査区東南隅に走る溝で、 検出長約9.3 m 、 幅約4.0 m 、 深さ0.5-0.S m を測る。 SD001に合流 する溝と
考えられ、 迫物は皆無であ っ た。

そ の他の迫構
sxo o a  (Fig .14) 

調査区西端のS-6 (溝） 下層から検出された連続 ピ ットで、 約 7 m の間に17個検出した (a - q) 。 ピ ッ

ト列は東端で二方向に分かれ、 東に行 く ほ ど 小さ く な り 、 ピ ット底部の標 高は高 く なる。 したが っ て 当
時は束側が高 く な っ てお り 、 S-6(溝） も 東に続いていた も のと考えられる。 ピ ット底部は少址ではある

が小石が敷かれてお り 、 土層 観察からは、 底部が棒の よ うな も ので突かれたと考えられる痕跡 も 確認し

た。 遺物は弥生土器甕片、 須恵器杯片、 土師器坪片、 サ ヌ カ イ ト剥片、 焼土塊を出土した。
SXO 1 2  (Fig .15) 

SD007 · 011に切 られる溝で、 検出長約6 .0 m の間に 6 個の連続 ピ ットを検出した (a - f) 。 ピ ットは北

側が深 く 約0.68 m (c) 、 南側に行 く ほ ど 浅 く な り 約0.51 m (a) を測る階段状の追構である。 迫物は土器

小片のみである。
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久恵今町迫跡

SD0 0 1  

w 

17 .OOm 

E 

SD0 0 7  S00 1 1 S 0 0 2 6  
17 . 50m 

s
 

z
 

s
 

17 . 50m 
ー ・・

z
 

17 . 50m 

s 

SD0 3 0  SD04 0  

z
 

17 . 50 rn  

s
 

17 .50m 

E 

。 3 m 

Fig .12 SDOOl · 007 · Ol l · 026 · 030 · 040土層 断面図(1/60)

ヽ

゜
Fig .13 SD001中央部分杭列 平面図(1/100) 、 写真（南西から ）
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久恵今町迫跡

SXO O B  

@ 

゜

17 . 50 m 

3 m 

sxo o a  c 

s 
暗黙褐色土
摂茶色粘質土
茶褐色粘質土

SXO O B  i 17 . 40 m 

二三亨
N

1 淡茶灰色粘毀土

SXO O B  d 
N 

暗茶黙色粘伐土
淡茶褐色粘質上
淡茶褐色粘質土 （黄色粘土含む）

。 1 m 

Fig . 14 SX008遺構実測図 、 土層 観察図 (1/80 · 1/40) 

1 7  . 50 m 

-
SX0 2 7  

菖
。 3 m 

Fig . 15 SX012 · 027遺構実測図 (1/80)
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SX01 6 

SD007、 SDOl l、 SD026と切

り 合 いを も つ遺構である。 検
出 南 北長約 4 .l m 、 東 西長約
3.8m 、深さは最大で約0.4 3 m

を測る。 遺物は弥生土器甕片、

土師器坪片を出土した。
SX02 7 (Fig .15·16、 PL.5)

SDOOlの西で検出された不
定形の追構で、約8.7 m の間に
17個のピットが存在している

(a - q) 。 迫構の検出は重機

掘 削後、 整地された よ うな複

雑な埋土の重な り を掘 り 下 げ
たと こ ろ 、 硬化面を検出し、
そ の下層からピット列を検出
した。 ピット底部にはSX 008

で検出された も のと同様な小
石が部分的に検出された。 遺

物は土器甕片、 黒曜石泉lj片の
みである。

SX035 (Fig.17) 

SD030の溝下 層 から、 約15

m の間で連続ピットを 4 6個検
出した(S- 3 1- 3 4·37、 a - k) 。
SX 008と同様に溝掘 り 下 げ後
に確認した迫構である。 追物
は、 f から黒曜石剥片、 q から

土師器坪片黒曜石剥片、 s か
ら黒曜石片を出土した。

SX036 

SD030下 層 か ら 検 出 し た

ピットである。 SX03 5と一連

のピット 群 と も 考えられ る

が、あえて別追構で報告 する。
検出長軸約0.6 m 、 短軸約0.4

mを測る。 追物は弥生土器甕

片である。

17 . 50m 1 .  暗烈茶色土
暗摂色土

4 5 3. 暗黄茶色土
暗県茶色粘質土
暗質灰色粘伐土

6. 淡黄灰色粘質土
暗貿灰色土

8. 暗灰茶色土

Fig .16 SX 027f 土層 観察図(1/4 0)

@ 

く 信 Q

J
 

E
0
 o·
n
 

゜

゜ 3 m 

Fig .17 SX 03 5迫構実測図、 断面図(1/80)
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久恵今町迫跡

3. 迫物

土器 • 石器

SD0 0 1 暗黒灰色土( Fig.18、 PL.12)

須恵 器

甕(1) 体部破片 である。 外面を格子叩 き 、内面は縦方向の当 て具 ない し は叩 き 痕が残る。 還元焼成

良 好で明青灰 色を呈する。

S D0 0 1 暗黒色土( Fig.18、 PL.12)

土師器

小 型 丸底壷( 2) 口 径9. 7cm、 残存器高10. 5cmを測る。 体部外面を刷毛 目 、 内面をヘ ラ 削りする。 体

部に黒斑が残る。 胎土は粗 く 、 内外面ともに淡黄褐色である。

石器

石 包 丁( 3 · 4) 共に片 岩製。 紐穴の芯心距離は 3 が1. 8cm、背 ま で1. 2cm、 4 が2. 7cm、1. 7cmである。

S D0 0 1  A ト レ ン チ 暗黒色土( Fig.18、 PL.12 · 13)

調査前に溝に対 し て重機でト レ ン チ をいれた際に出土 し た遺物である。

甕形土器( 5 · 6) 5 は胴部破 片であり、 突 帯が貼 り 付けら れる。 内外面は刷毛 目 が施され、 淡茶褐

色を呈する。 6 は底部片 。 外面を粗 く 刷毛 目 を調整する。 内面はナ デ調整。

土師器

坪( 7) 丸底坪で 口 径12. 2cm、 器高5. 0cmを測る。 外面を不定 方向のナ デ調整。 内面を中心から 反時

計回りにエ具によるナ デを施す。 内面と外面一部が淡黒灰 色を呈する。

高 坪 ( 8) 脚部のみ残存する。 脚部の屈 曲 が大 き く 短い。 外面は縦方向の削り後、横方向に細かい ミ

ガ キ を施す。 内面はヘ ラ 削りされる。 内外面ともに黒色化され光沢をもつ。

甕(9-12) 9 は 口 径17. 6cm、 口 縁部 ヨ コ ナ デ、 体部 外面刷毛 目 、 内面ヘ ラ 削り。 10は 口 径18. 2cm、

口 縁部 ヨ コ ナ デ、 体部外面刷毛 目 後ナ デ、 内面刷毛 目 。 11は 口 径20. 0cm、 口 縁部 ヨ コ ナ デ、 体部内外面

刷毛 目 、 外面には煤が多雇に付着する。 12は胴部最大 径24. 0cm、 内面をヘ ラ 削り、 外面を刷毛 目 調整す

る。

S D0 0 1  B ト レ ン チ( Fig.18) 

鉢(13) 深鉢と考 え ら れる。 体部の細 片 であるが屈 曲 部の外面に貼り付け突帯が残り刻み 目 が施さ

れる。

SD0 0 1  A ト レ ン チ( Fig.19、 PL.13)

甕形土器(14) 口 径18. 0cmを測る。 体部外面は刷毛 目 、 内面と 口 縁部分はナ デ調整する。 胎土はよ

く 精製されており、 雲母 片 を 多 く 含 む。

高 坪形土器(15) 底径18. 0cmを測る。 脚部のみの資料でナ デにより調整する。 外面は丹塗りであろ

う痕跡が若干残る。

土師器

坪(16) 口 径15. 0cmを測る。 内面が黒 色化 し ており、 その上に横方向に ミ ガ キ を施す。 口 縁端部は

破損 し ているが、 内側に若干入るものと考 え ら れる。

小 型 丸底壷(17·18) 17は体部最大 径9. 0cmを測る。 体部外面を刷毛 目 調整 し ており、 一部に煤が付

着する。 18は体部最大 径9. 0cmを測る。 体部 外面にエ具によるナ デを施 し 、内面は強 く ナ デている。 焼成

は良 好であるが、 内外面とも黒灰色である。

S D0 0 1  ( Fig .19 · 20、 PL.13 · 14)

甕形土器(19- 23) 19- 21は 口 縁破片。 内外面とも ヨ コ ナ デ調整する。 20は底外面一部に煤が付着

する。 21 ・ 22は底部破片。 22は底径6. 5cm、 底部に平坦面が残る甕である。 内外面ともに刷毛 目 調整。 23
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久恵今町迫跡

は底径7 .0cm 、 肉 庫で完全な平底である。

高 坪 形土器 (24 ) 坪部片。 口径 14 .0cmを測る。 調整は磨耗が著 し く
不

明である。

土師器

鉢 (25 ) ほぼ完形で出土した。 口径 12.5 cm 、 器高7 . 0cmを測る。 磨耗が著 し く、 調整は
不

明。 胎土は

2 mm程の小砂粒を含む粗いものである。

甕 (26 ) 細片であるが体部内面を削り後、 刷毛 目 調整する。 外面はタタ キ 後、 刷毛目 調整する。

円 筒埴輪 (27 ) 風化が著 しい破片衰料であるが、 タ ガ下部には縦 方 向の刷毛目 が確認できる。 タ ガ

部分はナデで調整され、 タ ガ上部 に は透か し 孔の一部が残存する。 焼成
不

良で内外面ともに白灰色を呈

し 軟質である。

須恵器

坪 (28·29 ) 28は 口縁部破損 衰料。 底部外面を回 転ヘラ削り、 体部内外面をヨコナデ調整する。 29

は立 ち 上がり 口径 12.8cm 、 受け部径 15 .6 cm 、 器高 4 .1cmを測る。 底部外面を回 転ヘラ削り、 体部内外面を

ョ コナデ調整する。 還元焼成良好で淡青灰色を呈する。

甕 (3 0·31 ) 3 0は頸部から 口縁部分までが残る。 口径 24.4 cmを測る。 内外面ともにヨコナデされ、

還元焼成は良好で、 淡青褐色を呈する。 3 1は胴部最大径 3 6 .0cm 、 外面は縦方 向の平行叩 き後、 横方向に

刷毛目 調整する。 内面は同心円状の 当 て具痕が残るが、 一部ナデ消 し される。 還元焼成良好で外面は淡

茶褐色 、 内面は淡灰色である。

石器

砥石 (32·33 ) 3 2は安山岩製。 表裏使用面が認められる。 3 3は砂岩製。 表裏、 横と 3 面の使用面が

認められた。

SD007 (Fig. 20、 PL.14 )

甕形土器 (3 4 ) 底部外面を上げ底に形成する。 磨耗が著 し く調整は
不

明である。

石器

不
明石製品 (3 5 ) サ ヌ カ イ ト の剥片を 2 次的に先端を ド リ ル状に加工 し ている。

SDO 1 1  (Fig. 20) 

須恵器

蓋 (36 ) 口径 13 .8cmを測る。 遠元焼成
不

良で内外面ともに淡赤褐色を呈する。

S0026 (Fig. 20) 

器台 形土器 (37 ) 口縁部の小片で内面に刷毛目 を施す。 淡茶褐色を呈す。

SD030 (Fig.20) 

土師器

不
明土器 (38) 全体が磨耗のため調整が

不
明であるが、 外面に煤が付着する。

須恵器

壷 (39 ) 長頸壷と考えられる。 外面に カ キ 目 を施 し 、 内面はヨコナデ調整される。 還元焼成良好で

淡青灰色を呈する。

SX01 6 (Fig.20、 PL. 14 )

甕形土器 (4 0) 底部片で平底である。 内外面ともに磨耗のため調整は
不

明である。

土師器

坪 (4 1) 口径 13 .8cm 、 底径 8.5 cm 、 器高 3 .8cmを測る。 底部回転ヘラ切 り、 体部調整は磨耗が著 しい

ため
不

明である。
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久恵今町迫跡

SX035 

贋
G 

42 

� 

5 cm 

一旦り /
 

閂 一｀
ce:::: コ 43 く 44

゜ � 45 

／／
 

ー“

� 50 

SX036 

＼ーしェ叉 こ 49 

\Jd、
9 -j息

。 10cm 
‘ヽ 、I。 1 0cm 51 

Fig . 21 SX035 · 036 · SK042 ・ 表採遺物実測図 （石器1/2) 、 （土器1/3)

SX035 (Fig . 21、 PL . 14)

土師器

坪 (46) ピ ッ ト q から出土した。 口 径15 . 0cmを測る。 磨耗が著しく調整は不明である。

石器

掻器 (45) ピ ッ ト s から出土した も ので、 材質は風化した古い剥片を使って 2 次加工で掻器に仕上

げている。

黒曜石剥片 (42- 44) 42 · 43は ピ ッ ト f から出土した。 剥離面の風化が激しく古い も のと考えられ

る。 44は ピ ッ ト q から出土した剥片。

SX036 (Fig . 21) 

甕形土器 (47 · 48) 共に底部片で平底である。 調整は磨耗が著しく不明である。

SK042 (Fig . 21、 PL . 14)

石器

黒曜石剥片 (49 · 50) 共に剥片で剥離面の風化が激しい。 49は 2 次的加工がなされている製 品の可

能性がある。

表採 (Fig . 21、 PL . 14)

甕形土器 (51) 口 径15 . 8cmを測る。 頸部に 2 ヶ 所穿孔を施す。

石器

黒曜石核 (52) 風化が著しい核で、 古い時期の も のと考えられる。

木製 品

SD001 (Fig . 22 - 25、 PL . 14 - 17)

板材 (53) 長さ82 . 0cm、 幅9. 0cm、 原さ3 . 0cm、 両 サ イ ド に直径 7 mm程の穴が 6 ヶ 所確認で き る。

不明製品 (54 -56) 54は残存長44 . 5cm、最大径3 .9cmを測る。下部に欠 き 込み面を も ち 、ほ ぞ 穴に差

し込むための も の、ないしは建築部材の一部と考えられる。55は残存長14 . 5cm、最大幅6 . 5cmを測る。両

端が破損して残存していない。 8 角 形に面取 り を施す。56は上端部を切断している可能性があ り 、 下端

は破損している。 中 央部分に 1 ヶ 所直径 8 mm程の穿孔を施す。 残存長18 . 0cm、 最大径3.0cmを測る。

杭 (57 - 78) 大小存在し、 計測表を参照のこと。
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口
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’’ 

53 \)/ 59 

髯鼠履□

Fig. 22 SD001出土木製品実測図① (1/ 4) 
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SDOOl 出 土木製品実測 図② (1/  4) 
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Fig . 24  SD001出土木製品実測図③ ( 1/ 4) 
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二
� 

20cm 

/

_
 

胃
77 嬉

．

76 \ --.,--, 

• ゜
SDOOl出土木製 品実測図④ (1/ 4) Fig.25 

4. 小結

調査区からは、 10条の溝と 2 甚の土猥、 1 棟の住居、 波板状の連続土猥を 4 ヶ 所確認している。 SDOOl

出土迫物については、 夜 臼 式土器片から須恵器甕片と時期 的に幅が広いが、 全体的には、 弥生末から古

墳時代にかけての追物が大半を 占 める。 ま た、 最下陪 である暗黒色土からは、 石包丁と小型丸底壷のみ

の出土であ り 、 溝に対して も こ の時期 ま では遡る こ とがで き ないか。 ま た波板状の連続土猥については、

SX027以外は溝底部から検出されてお り 、 そ の性格については諸説を襄付 ける結果を導 き 出せなか っ た

が、SX027については土猥上面で硬化面を検出してお り 、路面を形成した道路部分の一 部と考える こ とが

で き る。 住居、 土猥については、 時期を与える資料の出土や遺構の切 り 合いが確認で き ず、 近隣調査で

の検出迫構や出土追物からの検討が必要であ ろ う 。
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新溝犬丸迫跡

( 3 ) 新溝犬丸遺跡
1. は じ めに

新溝犬丸遺跡は、 筑後市南東部に位置し、 筑後市大字新溝字犬丸に所在する。 県営 圃場整備事業筑後
東部地区11エ区内であり事前の試掘調査で溝や ピ ッ ト を検出した為、 協議の結果、 掘削の及ぶ排水路に
つ いて本調査を行 う 事となった。 調査対象面梢は約350 m'、 調査期間は平成10年 1 月 5 日 から 1 月 27 日 迄

である。
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Fig. 26 新溝犬 丸遺跡調査地点位置図 ( 1/2500)

2 .  迫構

溝
5 00 0 2  (Fig . 28、 PL. 8)

調査区を南北に縦断する溝で、 検出長約 14. 4 m 、 検出幅約2. 2 m を測る。 深さは最大で約0. 63 m を測る。

溝は土層 観察から、 埋没後、 掘り直しが行われたと考えられる。 追物は、 土師器細片と磁器片、 陶器片、

瓦質の播鉢、 染付片が出土している。
5 00 0 3  (Fig . 28、 PL. 8)

調査区西端に位置し、 南北に調査区を縦断する溝である。 溝の東端から緩やかに落 ち 込み （溝の可能

性有） 、 そ の最 も 深い位置に溝が掘り込まれている。 土層 観察から、 落 ち 込み部分が完全に埋没した後に

溝が掘られている。 出土追物は皆無であった。

不
明迫構

SXO O l  

調査区東端にある
不

明迫構で、 溝になる可能性がある。 検出長約4. 0 m 、 検出幅約 1. 0 m 、 深さ約O. l m

を測る。 追物は土師器甕細片のみである。
Sー 番号 I 迫構番号

� 3 SD003 

考
構迫

備
明

不溝
l

溝

Tab . 4  新溝犬丸遺跡遺構番号 台 帳
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Fig . 27 新溝犬 丸迫跡迫構略測図 ・ 迫構全体図 ( 1/200)
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新溝犬 丸迫跡

S D 0 0 2  S D 0 0 3  
16.00m 16. 00 m 

w E
 E

 w 

1 . 淡茶摂色粘質上
2. 暗茶褐色粘質土
3 .  淡茶灰色粘質土
4. 淡灰色粘灯土
5. 淡茶灰色粘質土
6 .  淡灰褐色粘質土

7 .  淡灰黒色粘質土
8. 淡灰黙色粘質土（黄褐色土混）
9 .  明茶褐色粘質土

10. 淡灰色砂質土

1. 淡茶褐色粘 質土（黄褐色土混）
2. 暗黒茶色粘質土
3. 暗摂茶色土
4. 淡黒灰色粘質土

Fig. 28 SD002 · 003土層 観察図(1/30) 。

\� ニマ、

10cm 

3. 迫物

S D 0 0 2  ( Fig. 29、 PL.18)

磁器

碗(1) 高台径4. 6cm、 索地は明灰 色を呈し、 内 外面 に 釉を施す。

貫 入が内 外面に 入る。

陶器

不明製品( 2) 器高1. 7cm、 胎土は精選されており、 焼成は良好で

硬質である。 外面は不定 方向のナ デ、 内面は横方向のナ デ、 口 縁 内 外

ここ ゜
Fig. 29 SD002出土遺物(1/3) 面は ヨ コ ナ デで仕上 げる。

4. 小結

今回 検出した迫構は、 2 本の溝と不明土猥のみであった。 SD002については、 近世以 降の田 畑 に 伴う水

路と考 え ら れる。SD003の溝 については調査区外南側で現在の水路と繋がる可能性が考 え ら れ、 以前の土

地改良時の旧水路であったと考 え ら れる。 追物に ついては、 磁器、 陶器の 2 点のみであり、 時期の決定

に 至 ら なかった。
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( 4 ) 鶴 田東大坪遺跡第 2 次調査
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 鶴 田 束大 坪遺跡第 2 次調査地点位置図(1/2500)Fig . 30 

I
 

-----
1 I s!:; 号 I

溝

備
考 I

鶴 田 東大 坪遺跡第 2 次迫構番号台帳

S—番号

5
 

b
 

Ia
 
T
 

X 21 , 920 -----

l
 

四這0ー

゜
10m 。

01
 

I Y-45, 150 

� 翌

I Y-45, 140 

鶴 田 東大 坪追跡第 2 次迫構略測図(1/200)
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鶴 田 東大坪追跡 第 2 次調査

(Jj) 

X 2 ～ミ

©l 

X 21 . 900 ＼ 

l-'5 , '"' /Y-45 , H O 

。 5 m 

Fig . 32 鶴 田 東大坪迫跡第 2 次遺構全体図 (1/150)

2. 遺構
S00 0 1  (Fig.33、 PL.9 · 10)

調査区を南北に走る溝で、 溝西側で落 ち 込 みが始 ま り 東側の立 ち 上が り は不明である。 検出長約11m 、

検 出 幅約2.15 m 、 深さ約0.65 m を測る。 地形的に溝の西側から谷部になると考えられ、 谷部分に人工的

に溝を掘 り 込 ん でいるのではないか。

17 .OOm 

E
 

w 

1 .  淡il't茶色七
2. 明灰茶色粘質土
3 .  暗灰茶色粘質土
4 .  

� : 
}暗貿灰色粘質土

7. II音茶楳色粘質上

8. 淡黒灰色土 （ 貿土プ ロ ッ ク 混）
9 .  暗茶黙色土

10 . 暗茶黒 色土粘質土
11. 暗黒褐色粘質上
12. 暗黄色粘質土
13. 暗黙茶色粘1'1土
14. 暗茶灰色粘質土

。 2 m 

Fig.33 鶴 田 東大坪遺跡 第 2 次 SD001土層 観察図 (1/60)
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鶴田東大坪迫跡第 2 次調査

S D 0 0 1  S D0 0 1 明灰茶色粘質

土
＼ここヱf:

3 . 迫物

S D 0 0 1  (Fig . 34、 PL.18) 

土師器

小皿 (1) 口径6 . 6cm、 底径4 . 0cm、

器高 1 . 9cmを測る。胎土は小砂粒を若干

含むが精選されて いる。 体部内外面を

ョ コナデ調整、 底部外面は 回転糸切り

痕が残る。

4
 

二
l

/7
 

土
表

゜ 10cm 

Fig. 34 鶴田東大坪迫跡第 2 次迫物実測図 (1/3)

S D 0 0 1 明灰茶色粘 質 土 (Fig . 34、 PL.18)

土師器

播鉢 (2) 胎土 は よ く精選されて おり、 内外面とも赤茶褐色である。 体部内面 はヨコナデ調整された

後、 すり目 を縦方 向に入れる。

鉢 ( 3) 体部下半 から底部にかけて の小片である。 焼成
不

良で調整等は
不

明である。

表
土 (Fig.34、 PL . 18)

陶器

鉢 (4) 口縁を玉縁状に仕上げられた鉢小片である。 内外面ともに暗紫褐色であり、 口縁部分を施釉

する。

4 . 小結

報告した よ う に、 調査区から は溝と考えられる迫構を検出したにと ど ま っ た。 追物につ い て も、 溝上

層 のみで出土して おり、 時期について の判 断ができなか っ た。
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鶴 田 溝代迫跡

(5 ) 鶴 田 溝代遺跡

鶴田溝代迫跡は、 筑後市大字鶴田字溝代に所在し、 県営圃場整備事業筑後東部地区11エ区内である。

事前 の試掘調査で溝や ピ ッ ト を確認した為、 協議を行った結果、 排水路部分と削平を受ける面について

本調査を行う事となった。 調査対象面栢は600 m'、 調査期間は平成10年 2 月 2 日 から 2 月 26 日 迄である。

は じ めに
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鶴田溝代遺跡調査地点位岡 図 (1/2500)

2 .  迫構

500 0 1  (Fig .37 、 PL . 11)

調査区中央を環状にめ ぐ る溝で、 南側部分については調査区外に延びる も のと考 え られる。 埋土は暗

黒灰土であり、遺物は土師器甕細 片 のみであった。時期については遺物量の 少なさから判 断ができなかっ

50002  (Fig .37 、 PL . 11)

調査区東側で検 出 し た溝で、 調査区からさらに東側に延びると考 え られる。SD003に西側を切られる。

埋土は暗黒灰 色土である。 迫物は磁器 片が出土 し ている。

500 0 3  (Fig . 37 、 PL . 11)

SD002を切る南北の 溝で、土層 観察から溝の東側が西側より若干高 く なっており、旧 畦に付帯する側溝

部分ではないか。 追物は皆無であった。

SX0 0 4  

不明土猥で、 いわ ゆる風倒木痕と考 え られる。 遺物は、 黒曜石石鏃片が一点 出土 し ている。

Fig .35 

Sー 番号 迫構番号 備 考
1 SD001 溝
2 SD002 溝
3 SD003 溝
4 SX004 風倒木痕 ？

鶴田溝代遺構番号 台 帳
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鶴 田 溝代迫跡
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鶴 田 溝代迫跡迫構略測図・迫構全体図(1/300)
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鶴 田 溝代迫跡

SD001 S0002 SD003 
1 4 . 60 m 15 . 00 m  15 . 00 m  

暗樵灰色土戸
l 暗黒灰色土

。 2 m 1 . 淡茶色土 2 . 淡茶色土 （茶色プロ ッ ク 混）
3. 淡茶色土 （茶褐色プ ロ ッ ク 混）

Fig. 37 SDOOl · 002 · 003土層 観察図 (1/4 0) 

SX004 
、へ、

表
土

',� マ、'、

3 .  遺物

SX004 (Fig. 38) 

石器

。 5 cm 
0 5 cm 
I 1 1 1 1 I 2 黒曜石石鏃(1) 黒曜石製の石鏃。 先端と脚部が欠損して

いる。

＜ 

表
土 (Fig.38) 

磁器

青磁碗 (2) 底部高 台 のみ残存する碗である。 高 台径3 . 6cm。 内外面に緑灰 色の釉を施す。

Fig. 3 8  出土追物 (1/2 · 1/3 )

4. 小結

調査区では 3 条の溝を検出 したが、 これらは追物を殆 ど 含まず 不 明な点が多い。 当 該地は戦前から櫨

栽培が盛 ん であったと聞 き 、 風倒木と考えられる部分も、 近所の農 家の方から櫨の根と指摘を受けた。

しかし、 風倒木と呼 ばれるものにつ いては諸説あり、 今回 の調査ではそ れらを裏付ける結果を出せなかっ

た。
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N .  ま と め
1 .  各迫跡で検出された溝について

今回調査した迫跡 （久恵北水原、 久恵今町、 新溝犬 丸、 鶴田東大坪第 2 次、 鶴田溝代）からは、 26条

の溝ないしは水路と考 えられる追構を検出している。

これらの中で、 久恵北水原迫跡SDOOl、 久恵今町迫跡SDOOlの大溝は同規模で位置的に若干西に振れる

が同一の溝と考 え られ、 時期 的に も 唯一古い時代の も のと考 え られる。 他の溝については、 田畑に伴う

水路や近世に掘られた可能性が調査から窺 え た。 これら多 く の溝が掘られた背景には幾つかの要 因が考

え られる。 1 . 筑後市内は扇状地性の低地である事（標高約10 - 15 m ) 。 2 . 迫跡南に存在する一級河川の矢

部川は川底が周りに広がる土地より低 く 、 昔 から尊水が困 難であり、 他に流れる河川 （花宗川、 山 ノ 井

川、 松永川など）について も 近世に東の八女市部分に取水堰を設けた人工河川であっ た事。3. 低地であ

る筑後東部地区に広がる田畑の水利については近世文書によると、 導水をするための多大な労力、 工事

が必要であ っ た事。 4 戦後の農業進歩に伴う田畑の整理や改良で地形が変化している事等 から今回多 く

の溝検 出につなが っ た も のと考 え られる。

2 .  各退跡の集落について

検 出した住居など、 集落と考 え られる追構は久恵今町遺跡で竪穴住居を 1 棟検 出したのみである。 今

回 （平成9年度）久恵地区、 新溝地区、 鶴田地区の圃場整備地区の排水路部分には試掘調査を全ての地

域で行 っ たが(Fig .39) 、 住居や そ の他の迫構を検 出することができなか っ た。 集落については、 既に報

告されている新溝丸田、 鶴田岸添迫跡 （東部地区迫跡群 I · U など、 今 回の調査地点 から南西方向に

しか 展開していないことが窺 え る。

3. 久恵今町SX008·012·027·035の連続土披について

検出した連続土檄は、 小結で述べているとおり、 溝に伴う も のと土猥上面に硬化面を有する も のに分

かれる。 そ こで 「波板状の連続土横 （道路状迫構）」の研究の中から、 久恵今町迫跡について若干考察し

てみる。 道路跡の研究は江戸 時代から行われ（各地の地誌など）、 現在では数多 く の発掘調査から、 古代

の官道から集落を繋 ぐ 生活道まで確認されている。 一般に道路の検出は両端に溝を も ち 、 硬い （踏みし

められた）道路面が検出される例が挙げられるが、 そ れ以外に も 道路としての補助的な施設 （遺構）が

存在した場合で も 道路跡と認識されている。 一般に 「官道」と呼 ばれる追構は道路幅が 6 ·9·12 m 等

といったように規則 性を持 ち 合わせた状況を も っ て定義されているが、 農道や生活道については 1 m 

- 2 m 等、 又はそ れぞれの幅があ っ た様で明確に 「道」であるというには根拠に乏しい。 そ こで、 官道

や一般道路等で検 出される 「波板状の連続土横」を も っ て道路状遺構の一部と認識されているのが現状
である。 今回久恵今町遺跡から検出された連続土横というのは、 各地の道路状遺構に伴っ て検出される

「波板状の連続土猥」と同様の も のと考 え られる。 この連続土猥とは諸例 から、 道路両端の側溝の中に

溝に直 交した形で80cmから 1 m 程の土披を掘り込んでいる も の、 または路面中央に連続して掘り込まれ

ている も のと言われており、 検出された 4 つの連続土堀の内、 SX008·012·035については前者、 SX027

については後者に該当すると考 え られる。 連続土猥の性格については、 路面の甚礎形成や補修等とい っ

た も のから、 「木馬道」と呼 ばれる丸太を敷いた運搬用の施設、 丸太を土猥に敷いて、 そ の上に板材を乗

せ地盤の沈下を防 ぐ 道と言われる も のなど様々 であるが、 今回の調査で確認したのは、 土猥底部に小石

が地 山に突き込まれたような痕跡と、 土横上部の硬化面のみであり、 調査当時 「道路状迫構」 としての

認識が浅 く 詳細なデー タ が得られなか っ たのは残念である。 近年、 筑後市で も 西海道の調査を行 っ てお

り、 道路状迫構の調査成果が待たれるところ である。

参考文献 近本社続 「松永川 水利誌」 「筑後郷土 史研究全誌」 第 9 号 1987 筑後郷土 史研究会
＂ 「矢部川 雑秘」 「筑後郷土 史研究会誌J 第 5 号 1985 筑後郷土 史研究会

木下 良 「古代の交通J 1996年 吉川 弘文館
早川 泉 「古代道路 に残 さ れた圧痕」 「東京考古」 第 9 号 1991年 束京考古談話会

「季刊 考 古学J 1995年 雄叫l,j
中 間 研志 「薬師堂束遺跡J 九州横断 自 動車道関係埋蔵文化財調査報告 ー 13 - 1988年 福岡県教育委 且 会
小 田 和利
旗氷卓爾 「大岩 田 村 ノ 前遺跡発掘調杏報告'l1FJ 都城 市文化財調査報告 杓 第 4 集 1991年 宮崎県都城市教育委且会
近澤｝某治 「筑後国府跡 ・ 国分寺跡J 久留米市文化財調査報告評第59集 1989 久留米市教育委員会
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久恵北水原迫跡
S-1 

I 土師器 I 甕片
S-2 

I 土師器 I 杯 X 皿片
S-3 I 土師器 I 細片
S-4 

区S-5 

I 弥生土器 I 甕底部片

久恵今町迫跡
S-1 

弥生土器 甕、 高坪
須恵器 甕、 杯 片

Tab . 7  出土迫物一 覧表
S-12 

I 不明
S-13 

I 土師器
S-14 I 遺物無し
S-16 

弥生土器
土師器

S-17 I 土師器
S-18 

I 不明
S-19 

I 土師器

土師器 小型 鉢、 小丸壷、 甕、 坪片
S-2 1  

I 土師器
石製品 砥石、 石 包 丁
そ の他 円筒埴輪片

S-2 

I 土師器 I 坪 x 皿片
S-3 I 不明 夏片
S-4 

I 不明 I 甕片
S-5 

土師器 杯 X 皿片、 甕片
そ の他 焼土塊

S-6 

I 土師器 I 小片
S-7 

弥生土器 甕底部片
須恵器 片
土師器 蓋 片
そ の他 焼土塊

S-8 

弥生土器 甕片
須恵器 坪 x 蓋片
土師器 坪 x 皿片
石 製 品 サ ヌ カ イ ト
そ の他 焼土塊

S-9 

I い物無し
S-10 

I 弥生土器
焼
甕

土
片

塊そ の他
S-11 

1 :: 器 片
杯 片

S-22 

I 土師器
S-23 

I 土師器
S-24 

I 土師器
S-26 

I 土師器
S-27 

不明
そ の他

S-28 

弥生土器
土師器
そ の他

S-30 

須恵器
土師器

S-31 

I そ の他
S-32 

須恵器
土師器
そ の他

S-33 I 土師器
S-34  

不明
土師器

S-36 

I 弥生土器

-38 ― 

I 片

I 坪 x 皿片

甕片
坪片

I 小片

I 甕片

I 小片

I 坪 X 皿片

I 小片

I 小片

I 坪 X 皿片

I 鉢片

甕片
黒曜石片

甕片
坪 x 皿片
黒曜石片

長頸壷 片
坪 X 皿片、 甕把手片

I 黒曜石 片

蓋片
坪片
黒曜石 片

i 甕片、 坪 x 皿片

甕片
坪 x 皿片

I 甕底部片



S-37 

I 土師器 I 坪 x 皿片、 小片
S-40 

区
S-41 

口〗：
S-42 

� :: 石 片
S-43 

□ : x 皿片

� 

:；：『 1::夏『
土師器 小片

新溝犬 丸迫跡
S-1 

I 土師器 I 片（瓦質）

ロ鉢

号師器 細片

鶴 田 東大 坪遺跡第 2 次
S-1 

土師器
磁器
陶器

己
鶴 田 溝代迫跡
S-1 

雙糸） 、 坪 x 皿片、 細片
片
片

］ 片

I 土師器 I 甕片
S-2 

I 磁器 I 青磁片、 片
S-3 

区巴三
S-4 

| その他 I 黒曜石片
表土
I 土師器 I 片

龍泉窯系青磁片、 片

- 39 ー



Tab . 8  久恵北水原迫跡迫物観察表 【 単 位 はcm、 ゜ は復原値、 ＋ は 欠損】
遺 構 !Fig . I番号 I 名 称 I 器種 I R番号 I 口 径 I 器 店 I 底径 残 存 I 備 考
SDOOl 6 1 土師器 甕 001 zs . s· 口 糸象剖l Jヤ
SD005 6 2 弥生土器 甕 001  底部片” 6 3 石 器 石 斧 002 12 . 4  5 . 8  3 . 3  完形

久恵今町遺跡遺物観察表 【 単位 はcm、 ゜ は復原値】
迫 構 Fig . 番号 名 称 器種 R番号 ロ 径 器 晶 底径 残 存 備 考

SDOOl暗黒灰色土 18 1 須恵器 甕 001 細 片
SDOOl 暗黒色土 18 2 土師器 小丸壷 001 9 .  7 '  12 . O' 底部欠損

18 3 石器 石包丁 003 8 . 5' 1 .  0 5 . 6  2/3残存
18 4 ” 石 包 丁 002 9 . 3' 0 . 6  4 . 0  一部欠損

SDOOIA ト レ ン チ暗乳色土 18 5 弥生土器 甕 004 一部欠損
18 6 ” 甕 005 2 . 2  底部残存
18 7 土師器 坪 006 12 . 2  5 . 0  日 縁1/4欠
18 8 ” r切 坪 007 8 . 8° 脚部残存
18 ， ” 甕 001 17  . 6' 細 片
18 10  ” 甕 002 18 . 2' ” 
18 1 1  ” 甕 003 20 . 0° ” 
18 12  II 甕 008 体部細 片

SD001 B ト レ ン チ 18 13 弥生土器 甕 001 日 縁細 片
SDOOlA ト レ ン チ 19 14  弥生土器 甕 002 18 . 0' 3/4欠損

19 1 5  ” 仙 杯 001 1s . o· 脚部細片
19 16 土師器 坪 005 15 . 0· 口 縁1/4 欠損
19 17 ” 小 丸壷 004 体部細片
19 18  ” 小丸壷 003 日 緑、 体部一部 欠

SDOOl 19 19  弥生土器 甕 003 日 縁、 体部一部 欠
1 9  2 0  ” 甕 002 15 . 0  ” 
19  2 1  ” 甕 001  25 . 0' 日 縁細 片
1 9  22 ” 甕 004 6 . 5  底部 片
19 23 ” 甕 005 7 . o· 底部細片
19 24 ” 店杯 006 14 . O' ロ 径1/6
19 25 土師器 鉢 012  12 . 5  7 . 0  ほぽ完形
19 26 ” 甕 O l l  細 片
19 27 埴輪 円筒 013  細 片
19 28 須恵器 坪 007 1 1 . 8' 4 .  7° 14 . 0  細 片
1 9  2 9  ” 坪 008 12 . 8' 4 . 1  15 . 6' 1/4弱
19 30  ” 甕 009 24 . 4  ロ 径2/3
20 31  ” 甕 010  36 . 0  体部細 片
20 32 石 器 砥石 015  II 安 山 岩

20 33 ” 砥石 014  ” 砂岩

SD007 20 34 弥生土器 甕 001  6 . 0° 底部 1/2残存
20 35  石 器 不 明 002 

SDOl l  2 0  36 須恵器 芸�� 001 13 . 8' 細 片
SD026 20 37 弥生土器 器台 001 細片

20 38 土師器 不明 002 ” 
SD030 20 39 須 恵 器 長頸壷 001 体部細片
SX016 20 40 弥生土器 甕 001  9 . o· 底部細片

20 41  土師器 坪 002 13 . s· 3 . 8  8 . 5° 1/2 欠損
SX035f 2 1  4 2  石 器 剥片 004 

21 43 ” 剥 片 005 
SX035q 2 1  4 4  ” 剥 片 002 
SX035s 2 1  45 II 掻器 003 
SX035q 2 1  46 土師器 坪 001  15 . 0° 

細 片
SX036 2 1  4 7  弥生土器 甕 002 7 . o· 細 片

2 1  4 8  ” 甕 001  5 . 2' 底部細片
SK042 2 1  49 石器 剥 片 001 

21 50 II 剥 片 002 
表採 2 1  5 1  弥生土器 甕 001 15 . 8゜ 細 片 顎部 に穿孔 2 ヶ 所

2 1  52 石器 石核 002 

— 40 ー



新溝犬 丸迫跡迫物観察表 【 単位 はcm、 ゜ は 復原値、 ＋ は欠損】
迫 構 !Fig . I番号 I 名 称 器種 I R番号 I 口 径 I 器高 底径 残 存 I 備 考
SDOOZ 29 2 陶器 不明 001  2/3欠

29 1 磁器 碗 002 4 . 6° 底部細片

鶴田 束大坪迫跡第 2 次迫物観察表
SDOO l 34 1 土師器 小皿 001  6 . 6' 1 .  9 4 . 0° 

細 片
SDOOl明灰茶色粘質土 34 2 II 播鉢 002 ” 

34 3 ” 鉢 003 I I  

表土 34 4 陶器 鉢 001  細 片

鶴 田 溝代迫跡迫物観察表
SX004 38 1 石器 石鏃 001  破損
表土 38 2 斉磁 碗 001 5 . 6' 細 片

木製品歓察表 ゜ は残存長
迫構番号 挿図番号 R番号 最大長 最大幅 残 存 備 考

SDOOl 53 25 82 . 0° 9 . 0  穿孔 6 ヶ あ り
54 26 44 . 5° 3 . 9  
55 2 1 4 . 5' 6 . 5  8 角 形 に 成 形
56 1 1 8 . 0  3 . 0  完形 穿孔 1 ヶ あ り
57 7 35 . O' 4 . 5  
58 8 40 . o· 4 . 8  完形
59 1 1  34 . 8' 7 . 0  
60 20 30 . O' 4 . 6  
6 1  1 7  50 . 0' 3 . 6  焼 き 痕
62 13 44 . 2  5 . 5  完形
63 ， 49 . 0° 5 . 8  
64 16 62 . 8° 6 . 5  
65 24 6s . o· 3 . 8  
66 4 20 . 5° 4 . 0  
67 5 1 7  . 4° 5 . 3  
68 3 1 6 . 5° 3 . 5  
69 1 8  32 . 0° 4 . 9  
70 1 9  32 . 0° 4 . 5  
7 1  6 25 . 0° 5 . 3  
72 12 33 . 5° 9 . 5  焼 き 痕
73 1 4  43 . 3° 10 . 5  
74 22 47 . 5° 1 5 . 5  穿孔 1 ヶ あ り
75 2 1  22 . 6° 7 . 5  
76 1 5  52 . 5  9 . 5  完形
77 10 56 . 5  7 . 3  
78 23 50 . 0' 9 . 5  

- 4 1-
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PL.I  

久恵北水原迫跡東側調査 区 全景 （西から）
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SD002土 層 観察 （ 南 か ら ）

PL.2 
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SD004土 層 観察 （ 南 か ら ）
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SD006 土 層 観察 （ 南 か ら ）
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久恵今町遺跡調査全景

久恵今町辿跡調査 全景 （真上から）
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PL.5 

SX027土層観察 （ 西から）

SX027土層観察 （南から）
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PL.7 

新溝犬 丸遺跡調査全景 （西から）
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SD002完掘状況 （北から）



PL.8 
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SD002土層 観察 （ 南から）
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SD003土層 観察 （北から）



PL.9 

鶴田 東大坪迫跡 第 2 次調査全景 （ 南 か ら ）

SDOOl土層観察 （ 南 か ら ）



PL.10 

----

SD001 土 層 観察 （北か ら ）

SD001完掘状況 （北か ら ）



PL. 11  
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鶴 田 溝代遺跡調査全景 （ 東 か ら ）

SD003土 層 観察 （ 南 か ら ）
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